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科
目
別
振
り
返
り

①
国
語

解答時間配分訓練を

剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄 剏
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刹
刹
刹
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刹
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刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹

刳刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮

新
制
度
で
行
わ
れ
た
今
春
の

公
立
高
校
入
試
の
国
語
の
平
均

点
は

・
６
点
だ
っ
た
。
前
年

の
前
期
・
後
期
選
抜
の
平
均
点

を
い
ず
れ
も
下
回
っ
た
。
来
春

の
入
試
に
備
え
、
各
分
野
の
出

題
を
振
り
返
り
た
い
。

第
１
問
の
基
礎
問
題
は
、
前

年
の
後
期
選
抜
よ
り
配
点
が
４

点
増
え
、
従
来
の
漢
字
の
読
み

書
き
に
加
え
て
画
数
や
熟
語
の

構
成
な
ど
が
出
題
さ
れ
た
。
基

礎
問
題
は
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る

分
野
か
ら
出
題
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
慣
用
句
や
敬
語
な
ど
過
去

に
出
題
が
少
な
い
分
野
も
一
通

り
復
習
し
て
お
き
た
い
。

第
２
問
の
文
学
的
文
章
の
読

解
で
は
、
本
文
の
内
容
に
つ
い

て
対
話
形
式
の
問
題
が
３
年
連

続
で
出
題
さ
れ
た
。
受
験
生
は

過
去
問
題
な
ど
を
使
っ
て
、
こ

の
問
題
形
式
に
備
え
て
ほ
し

い
。
本
文
は
例
年
、
身
近
で
共

感
し
や
す
い
題
材
が
多
く
選
ば

れ
て
い
る
。
読
解
力
を
高
め
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
日
頃
の

読
書
も
有
効
だ
。

第
３
問
の
説
明
的
文
章
の
読

解
は
、
前
年
に
比
べ
て
抽
象
的

な
題
材
で
、
解
き
に
く
く
感
じ

た
生
徒
が
多
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
日
頃
の
学
習
か
ら
、
模

試
や
演
習
の
誤
答
は
な
ぜ
誤
り

な
の
か
、
解
答
の
根
拠
は
ど
こ

に
あ
っ
た
の
か
、
納
得
す
る
ま

で
丁
寧
に
確
認
し
よ
う
。

第
４
問
の
古
文
の
問
題
に
、

第
２
問
の
よ
う
な
対
話
文
が
付

け
ら
れ
た
の
は
、
新
し
い
傾
向

だ
っ
た
。
記
述
の
字
数
が
減
る

な
ど
、
内
容
は
若
干
易
し
く
な

っ
た
印
象
が
あ
る
。

第
５
問
の
作
文
は
、
投
書
を

読
み
、
考
え
を
述
べ
る
問
題
。

作
文
問
題
で
は
、
自
分
の
考
え

を
論
理
的
に
説
明
す
る
力
が
求

め
ら
れ
る
。
指
導
者
の
添
削
を

受
け
な
が
ら
練
習
を
重
ね
、
思

考
力
と
表
現
力
を
磨
こ
う
。

平
均
点
が
低
下
し
た
一
因
に

は
、
問
題
に
付
け
ら
れ
た
資
料

が
や
や
増
え
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
入
試
の
国
語
は
、
時
間

と
の
闘
い
を
迫
ら
れ
る
。
受
験

生
は
こ
れ
か
ら
各
分
野
の
理
解

を
十
分
に
深
め
つ
つ
、
本
番
を

想
定
し
た
訓
練
を
重
ね
、
自
分

に
と
っ
て
最
良
の
解
き
方
や
ペ

ー
ス
を
模
索
し
て
ほ
し
い
。

（
個
別
教
室
の
ア
ッ
プ
ル
・
田

中
萌
教
務
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳

匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂

答えは７日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
∪
∪
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∪
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⊃

問 題

①張
は

り紙
がみ

は何
なん

枚
まい

見
み

つかりましたか。

（ ）枚ほど

②ごみを収
しゅう

集
しゅう

する作
さ

業
ぎょう

員
いん

の方
かた

は、新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

で

ますます作業が大
たい

変
へん

になっています。どのように大変になっているで

しょう。次
つぎ

の文
ぶん

中
ちゅう

の（ ）に当
あ

てはまる言
こと

葉
ば

を書
か

いてみましょう。

家
か

庭
てい

ごみ排
はい

出
しゅつ

量
りょう

は感染拡大による外
がい

出
しゅつ

自
じ

粛
しゅく

の影
えい

響
きょう

で（ ）傾
けい

向
こう

。使
し

用
よう

済
ず

みマスクなど（ ）の高
たか

いごみも目
め

立
だ

っている。

③ごみ収集作業員の方の負
ふ

担
たん

を減
へ

らすため、ごみの出
だ

し方で私
わたし

たち

はどんな協
きょう

力
りょく

ができるでしょうか。

（ ）

（小学校中・高学年、中学校／朝の会、総合的な学習の時間）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
気

き

が
沈

し
ず

む
よ
う
な
こ
と
が

多
お
お

い
中

な
か

、
ご
み
を
出
す
市

し

民
み
ん

が

ご
み
収
集
作
業
員
の
方
に
思

お
も

い

を
寄

よ

せ
て
心

こ
こ
ろ

温あ
た
たま

る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送

お
く

る
な
ん
て
、
す
て
き
な

ニ
ュ
ー
ス
で
す
ね
。
皆

み
な

さ
ん
も

ぜ
ひ
、
身

み

近
ぢ
か

で
お
世

せ

話
わ

に
な
っ

て
い
る
方
へ
感

か
ん

謝
し
ゃ

の
気

き

持
も

ち
を

伝
つ
た

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
日

に

本
ほ
ん

新
し
ん

聞
ぶ
ん

協
き
ょ
う

会
か
い

Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
県

け
ん

図
と

書
し
ょ

館
か
ん

主
し
ゅ

幹
か
ん

坂
さ
か

本
も
と

謙
け
ん

）

２
０
２
０
年
５
月

日
朝
刊

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

催

し

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

募

集

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

◇
こ
わ
れ
た
「
オ
モ
チ
ャ
」
な
お

し
ま
す

日
午
前

時
〜

時

半
、
仙
台
市
泉
区
・
松
陵
市
民
セ
ン

タ
ー
。
修
理
無
料
（
部
品
交
換
の
場

合
は
有
料
）
。
お
も
ち
ゃ
病
院
松
陵

・
永
井
さ
ん
０
２
２
（
２
７
９
）
９

７
４
８
。

◇

上
映
と
話
し
合
い
（

日
午
後
１
時
半
、
青
葉
区
・
仙
台
市

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
「
オ
ー
プ
ン

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
と
い
う
対
話
に
よ

っ
て
相
互
理
解
を
も
た
ら
す
手
法
に

つ
い
て
紹
介
す
る

を
上
映
、

引
き
続
き
解
説
と
話
し
合
い
を
行

う
。
定
員

人
。
参
加
料
７
０
０
円
。

申
し
込
み
は
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ

プ
・
み
や
ぎ
の
０
８
０
（
１
８
３
８
）

７
４
６
４
星
野
へ
。

◇
東
北
臨
床
宗
教
師
会

日
午

後
３
〜
９
時
。
僧
侶
や
牧
師
、
神
職

ら
が
電
話
で
心
身
の
不
調
や
孤
独
感

な
ど
の
悩
み
に
応
じ
る
。
相
談
電
話

（
０
１
２
０
）
７
８
３
６
４
３
。

◇
県
行
政
書
士
会

日
午
後
１

〜
４
時
‖
亘
理
町
役
場
相
談
室
、

日
午
前
９
時
〜
正
午
‖
蔵
王
町
ふ
る

さ
と
文
化
会
館
。
相
続
、
遺
言
、
離

婚
、
債
権
債
務
、
公
正
証
書
な
ど
書

類
作
成
に
関
す
る
こ
と
。
い
ず
れ
も

予
約
可
。
亘
理
は
県
行
政
書
士
会
０

２
２
（
２
６
１
）
６
７
６
８
、
蔵
王

は
新
川
事
務
所
０
２
２
４
（
５
５
）

４
３
７
６
。
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６日

▽
登
米
市
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼

（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、

午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時

〜
４
時

分
）
▽
名
取
市
・
イ
オ
ン

モ
ー
ル
名
取
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽
富

谷
市
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
富
谷
（
骨
髄

バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４

時

分
）

鈴
木
理
事
長
（
左
）
に
目
録
を
手
渡

す
赤
井
沢
会
長
（
聖
和
学
園
同
窓
会

提
供
）

在
校
生
支
援
へ

万
円
を
寄
付

聖
和
学
園
同
窓
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
家
計
が
厳
し
く
な
っ

た
在
校
生
を
応
援
し
よ
う
と
、

聖
和
学
園
高
の
卒
業
生
ら
で
つ

く
る
聖
和
学
園
同
窓
会
は
、
学

校
法
人
聖
和
学
園
に
支
援
金
１

０
０
０
万
円
を
寄
付
し
た
。

発
案
し
た
の
は
同
窓
会
長
の

文
具
店
経
営
赤
井
沢
孝
子
さ
ん

‖
仙
台
市
太
白
区
‖
。
雇

い
止
め
や
解
雇
、
休
業
要
請
で

収
入
減
の
家
庭
が
増
え
て
い
る

状
況
を
受
け
、
役
員
ら
で
話
し

合
い
、
同
窓
生
約
４
万
人
の
会

費
の
一
部
を
充
て
る
こ
と
を
決

め
た
。

赤
井
沢
さ
ん
ら
は
５
月

日
、
仙
台
市
若
林
区
の
同
校
を

訪
れ
、
学
校
法
人
の
鈴
木
繁
雄

理
事
長
に
目
録
を
手
渡
し
た
。

赤
井
沢
さ
ん
は
「
『
困
っ
て

い
る
人
が
い
た
ら
手
助
け
を
す

る
』
と
い
う
仏
教
の
教
え
を
元

に
寄
付
し
た
。
参
考
書
な
ど
学

習
に
必
要
な
物
に
使
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

鈴
木
理
事
長
は
「
大
変
感
激

し
た
。
校
訓
の
『
和
敬
信
愛
』

が
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
実
感

し
た
」
と
謝
意
を
述
べ
た
。

支
援
金
は
、
同
校
と
聖
和
学

園
短
大
を
通
し
て
在
校
生
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
上
で
、
６

月
中
に
支
給
し
た
い
考
え
。
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∪
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∪
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
う

た
め
、
南
三
陸
町
戸
倉
小
（
児

童

人
）
に
卒
業
生
の
女
性
か

ら
手
作
り
の
布
製
マ
ス
ク
約
２

０
０
枚
が
届
い
た
。

贈
り
主
は
、
弘
前
市
で
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
を

年
以
上
営
む

豊
沢
く
ら
子
さ
ん
。
東
日
本
大

震
災
後
は
児
童
た
ち
の
た
め
、

同
校
に
青
森
特
産
の
リ
ン
ゴ
を

定
期
的
に
贈
り
続
け
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
休
校
中

だ
っ
た
学
校
が
６
月
か
ら
再
開

す
る
と
知
り
、
支
援
の
一
環
で

花
柄
や
水
玉
模
様
の
マ
ス
ク
を

作
っ
た
と
い
う
。

マ
ス
ク
は
５
月
下
旬
に
届
い

た
。
学
校
が
再
開
し
た
１
日
、

６
年
生
８
人
が
参
加
し
て
贈
呈

式
を
行
っ
た
。
西
條
花
菜
さ
ん

は
「
私
た
ち
へ
の
気
持
ち

を
感
じ
た
。
柄
が
か
わ
い
い
の

で
着
け
る
の
が
楽
し
み
」
と
話

し
た
。

三
浦
祐
子
校
長
は
、
豊
沢
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
た
だ
た

だ
元
気
に
一
生
懸
命
勉
強
し
、

楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹

介
し
た
。

マスクを手にする６年生の児童

後輩に手作りマスク
南三陸・戸倉小弘前のＯＧが200枚

実
習
田
で
田
植
え
を
す
る
本
吉
響
高
の
教
職
員

生徒に代わり先生田植え 本吉響高

気
仙
沼
市
本
吉
町
の
本
吉
響
高
の
実
習
田
で

５
月

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

臨
時
休
校
し
て
い
た
生
徒
に
代
わ
り
、
教
職
員

が
田
植
え
を
し
た
。

例
年
は
生
徒
が
学
習
の
一
環
と
し
て
手
植
え

す
る
。
学
校
再
開
後
の
円
滑
な
授
業
開
始
に
つ

な
げ
る
た
め
、
有
志
の

人
が
集
ま
り
、
「
ひ

と
め
ぼ
れ
」
の
苗
を
５
㌃
の
水
田
に
約
１
時
間

か
け
て
植
え
た
。

同
校
で
収
穫
し
た
米
は「
響
米
」と
名
付
け
、

毎
年
秋
の
学
校
祭
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売

し
、地
域
住
民
と
の
交
流
に
も
役
立
て
て
い
る
。

社
会
科
の
田
村
勝
太
教
諭

は
「
田
植
え

は
小
学
生
以
来
で
土
の
感
触
が
新
鮮
だ
っ
た
。

生
徒
の
気
持
ち
に
近
づ
け
て
良
か
っ
た
」
と
話

し
た
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

(１５) ２０２０年(令和２年)６月６日(土曜日)(１５) ２０２０年(令和２年)６月６日(土曜日)
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澤
乃
泉

登
米
市
石
越
町

時
代
に
合
っ
た
逸
品
追
求
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刄
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刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄

大
吟
醸
澤
乃
泉
（
中
央
）
な
ど
の
主
力
商
品

又又又又又又又又又又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
迄 又又又又又又又又又又 沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

メ

モ

「
大
吟
醸
澤
乃
泉
」

は
１
・
８
㍑
５
２
７
６
円
。
純
米

大
吟
醸
「
蔵
の
華
」
は
同
３
６
２

７
円
。
「
特
別
純
米
酒
澤
乃
泉
」

は
同
２
６
２
７
円
。
登
米
市
石
越

町
北
郷
中
沢
１
０
８
の
１
。
連
絡

先
は
０
２
２
８
（
３
４
）
２
０
０

５
。

仕
込
み
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
た
澤
乃
泉
の
酒
蔵
と
杜
氏
の
佐
藤
社
長
（
右
）

田
植
え
を
終
え
た
ば
か
り
の
田

園
地
帯
。
小
高
い
丘
の
集
落
に
酒

蔵
は
あ
る
。
県
北
の
米
ど
こ
ろ
登

米
市
石
越
町
。
「
澤
乃
泉
」
の
蔵

元
は
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
創

業
、
今
年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
。「

元
々
は
地
元
の
名
士
４
人
が

米
を
持
ち
寄
っ
て
酒
造
り
を
始
め

た
。
農
家
の
人
々
が
春
か
ら
秋
に

米
を
作
り
、
冬
は
蔵
人
と
な
っ
て

酒
造
り
を
支
え
て
き
た
。
地
域
に

根
差
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
て
き
た

蔵
で
す
」
。
石
越
醸
造
の
杜
氏
兼

社
長
、
佐
藤
宏
さ
ん

は
胸
を

張
る
。

原
料
は
登
米
、
栗
原
産
の
米
が

約
８
割
。
作
付
け
す
る
契
約
農
家

と
「
酒
米
研
究
会
」
を
つ
く
り
年

に
２
回
、
現
地
で
検
討
会
や
反
省

会
を
開
き
、
原
料
の
品
質
と
技
術

向
上
を
目
指
す
。

醸
造
用
の
水
は
、
創
業
当
時
か

ら
続
く
深
井
戸
か
ら
引
い
た
仕
込

み
水
を
使
う
。

追
求
す
る
の
は
「
口
当
た
り
が

良
く
、
飲
み
飽
き
し
な
い
味
」
。

精
米
歩
合

％
の
最
高
級
の
大
吟

醸
か
ら
、
純
米
大
吟
醸
、
純
米
吟

醸
、
特
別
純
米
、
本
醸
造
な
ど
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
は
約

種
類
。
こ
こ

に
季
節
の
限
定
酒
を
入
れ
る
と
約

種
類
に
上
る
。

大
吟
醸
「
澤
乃
泉
」
は
、
昨
年

２
月
に
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相

が
来
日
し
た
際
に
安
倍
首
相
の
夕

食
会
で
提
供
さ
れ
た
逸
品
。
ま
た
、

県
酒
造
好
適
米
を
使
っ
た
純
米
大

吟
醸
「
蔵
の
華
」
、
甘
み
が
あ
り

ソ
フ
ト
な
味
の
純
米
大
吟
醸
「
つ

や
姫
」
な
ど
が
人
気
を
集
め
る
。

７
月
に
は
１
０
０
周
年
記
念
酒
２

種
類
を
売
り
出
す
予
定
だ
。

南
部
杜
氏
の
下
で
蔵
人
と
し
て

修
業
を
重
ね
、
２
０
０
７
年
か
ら

杜
氏
を
務
め
る
佐
藤
社
長
は
「
常

に
研
さ
ん
し
、
時
代
に
合
っ
た
新

商
品
を
開
発
し
て
い
き
た
い
」
と

語
る
。

‖
随
時
掲
載
‖

恐
る
恐
る
枠
回
し
に
挑
戦
す
る
児
童

加
美
町
宮
崎
小
（
児
童
１
０
０
人
）
の

６
年
生

人
が
５
月

日
、
学
校
近
く
の

ビ
オ
ト
ー
プ
「
め
だ
か
の
学
校
」
で
昔
な

が
ら
の
田
植
え
に
挑
戦
し
た
。

田
植
え
の
体
験
学
習
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ

を
管
理
す
る
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
石
母

田
ふ
る
里
保
全
会
」
が
指
導
し
た
。
児
童

は
２
人
一
組
で
、
「
枠
回
し
」
と
呼
ば
れ

る
八
角
形
の
木
枠
を
転
が
し
、
苗
を
植
え

る
た
め
の
格
子
状
の
跡
を
つ
け
た
。

そ
の
後
、
は
だ
し
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、

足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
ひ
と
め
ぼ
れ
の
苗

を
手
植
え
し
た
。
深
い
田
ん
ぼ
に
入
ら
ず

に
田
植
え
を
す
る
投
げ
植
え
も
体
験
。
は

ね
る
泥
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
た
。

富
沢
愛
香
さ
ん

は
「
田
ん
ぼ
で
足

が
抜
け
な
く
な
っ
て
大
変
で
し
た
が
、
投

げ
植
え
は
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

体
験
学
習
で
は
ビ
オ
ト
ー
プ
に
生
息
す

る
生
物
の
解
説
も
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
渡

辺
哲
副
理
事
長

は
メ
ダ
カ
や
ヌ
マ
エ

ビ
、
カ
ワ
ゲ
ラ
な
ど
を
見
せ
な
が
ら
「
農

薬
を
使
わ
な
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
」
と
児
童
に
語
り
か
け
た
。

枠
回
し
で
つ
け
た
格
子
状
の
跡
に
沿
っ
て
田
植

え
を
す
る
児
童

加美・宮崎小枠回し 投げ植え体験

怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪

７日

仙
台

▽
か
や
ま
小
児
科
医
院

（
小
児
科
）
‖
青
葉
区
昭
和
町
０
２

２
（
２
３
４
）
８
８
７
０
▽
せ
き
こ

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
宮

城
野
区
福
室
（
３
８
８
）
８
８
６
４

▽
し
か
な
い
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
整
形
外
科
）
‖
青
葉
区
中
山
（
２

７
７
）
２
３
３
０
▽
広
南
休
日
内
科

小
児
科
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）

‖
太
白
区
長
町
（
２
４
８
）
５
８
５

８
▽
泉
地
区
休
日
診
療
所
（
内
科
・

小
児
科
）
‖
泉
区
泉
中
央
（
３
７
３
）

９
１
９
７
▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科

・
外
科
・
整
形
外
科
・
婦
人
科
・
眼

科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁

（
２
６
６
）
６
５
６
１
▽
北
部
急
患

診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）

‖
青
葉
区
堤
町
（
３
０
１
）
６
６
１

１
▽
夜
間
休
日
こ
ど
も
急
病
診
療
所

（
小
児
科
）
‖
太
白
区
あ
す
と
長
町

（
２
４
７
）
７
０
３
５
▽
歯
科
休
日

救
急
診
療
所
‖
青
葉
区
五
橋
（
２
６

１
）
７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
引
地
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
内
科
）
‖
白
石
市
鷹
巣
東
０
２

２
４
（
２
６
）
２
８
２
３
▽
公
立
刈

田
総
合
病
院
（
外
科
）
‖
白
石
市
福

岡
蔵
本
（
２
５
）
２
１
４
５
▽
亘
理

歯
科
医
院
‖
白
石
市
亘
理
町
（
２
６
）

２
５
６
３

角
田
・
丸
森

▽
丸
森
町
国
民
健

康
保
険
丸
森
病
院
（
内
科
・
外
科
）

‖
丸
森
町
鳥
屋
０
２
２
４
（
７
２
）

２
１
３
１

柴
田

▽
村
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
内
科
）
‖
村
田
町
小
泉
０
２
２
４

（
８
３
）
６
０
６
１
▽
か
わ
ち
医
院

（
外
科
）
‖
大
河
原
町
東
新
町
（
５

２
）
３
１
１
５
▽
内
田
歯
科
医
院
‖

柴
田
町
船
岡
（
５
７
）
１
８
１
８

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１
▽
那
智
が
丘
歯
科
医

院
‖
那
智
が
丘
（
３
８
６
）
５
９
８

９
岩
沼

▽
森
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
桜
０
２
２
３
（
２
２
）
１
３
１

１
亘
理
・
山
元

▽
菊
地
内
科
医
院

‖
山
元
町
浅
生
原
０
２
２
３
（
３
７
）

３
３
０
０
▽
に
い
の
歯
科
‖
山
元
町

坂
元
（
３
８
）
１
８
８
７

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
錦
町
０
２
２
（
３
６

６
）
０
６
３
０
▽
山
本
歯
科
医
院
‖

七
ケ
浜
町
境
山

３
６
１

６
３
３
０

黒
川

▽
瀬
戸
医
院
‖
大
和
町
吉

岡
０
２
２
（
３
４
５
）
２
６
３
０

大
崎

【
昼
】
▽
千
葉
医
院
（
内

科
）
‖
古
川
駅
前
大
通
０
２
２
９
（
２

２
）
３
２
２
８
▽
大
崎
市
民
病
院
鹿

島
台
分
院
（
内
科
）
‖
鹿
島
台
平
渡

（
５
６
）
２
６
１
１
▽
天
野
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
田
尻
北
牧
目

（
３
９
）
１
２
３
３
▽
片
倉
病
院
（
外

科
）
‖
古
川
浦
町
（
２
２
）
０
０
１

６
▽
大
崎
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
診
療

室
（
歯
科
）
‖
古
川
南
町
（
２
４
）

５
１
０
１
【
夜
】
▽
片
倉
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
古
川
浦
町
（
２
２
）

０
０
１
６

加
美
・
玉
造

▽
鈴
木
内
科
医
院

‖
加
美
町
旧
舘
０
２
２
９
（
６
３
）

３
０
５
６

遠
田

▽
袖
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
美

里
町
北
浦
０
２
２
９
（
３
１
）
１
１

８
８栗

原

▽
畑
山
医
院
‖
築
館
伊
豆

０
２
２
８
（
２
２
）
２
４
７
５
▽
佐

々
木
内
科
医
院
‖
若
柳
川
北
欠
（
３

２
）
６
６
３
３

登
米

▽
し
の
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

‖
米
山
町
西
野
０
２
２
０
（
２
３
）

７
３
８
７
▽
ス
マ
イ
ル
歯
科
‖
南
方

町
畑
岡
下
（
２
３
）
７
７
５
６

石
巻

▽
箕
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
内
科
）
‖
向
陽
町
０
２
２
５
（
９

６
）
５
２
５
２
▽
石
巻
市
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
（
小
児
科
）
‖
蛇
田
（
９

４
）
５
１
１
１
▽
産
婦
人
科
は
市
役

所
（
９
５
）
１
１
１
１
に
問
い
合
わ

せ
る
▽
石
巻
ロ
イ
ヤ
ル
病
院
‖
広
渕

（
７
３
）
５
８
８
８
▽
横
山
歯
科
医

院
‖
大
手
町
（
２
１
）
１
７
１
１
▽

石
巻
歯
科
医
師
会
休
日
診
療
所
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中
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）
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東
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う
つ
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レ
デ
ィ
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
‖
赤
井
０
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２
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（
８
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２
８
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気
仙
沼

▽
葛
内
科
胃
腸
科
医
院

‖
田
中
前
０
２
２
６
（
２
２
）
６
７

５
０
▽
佐
藤
徹
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖

南
三
陸
町
志
津
川
（
４
７
）
１
１
７

５
▽
千
葉
歯
科
医
院
‖
東
新
城
（
２

２
）
１
３
６
０
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時間や約束大切にね
白石の 計店園児が見学

多様な時計に見入る子どもたち

６
日
の答

え
だ
よ

【かほくワークシートの模範解答】

①張
は

り紙
がみ

は何
なん

枚
まい

見
み

つかりましたか。

枚ほど

②ごみを収
しゅう

集
しゅう

する作
さ

業
ぎょう

員
いん

の方
かた

は、新
しん

型
がた

コロナウ

イルス感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

でますます作業が大
たい

変
へん

になっ

ています。どのように大変になっているでし

ょう。次
つぎ

の文
ぶん

中
ちゅう

の（ ）に当
あ

てはまる言
こと

葉
ば

を

書
か

いてみましょう。

家
か

庭
てい

ごみ排
はい

出
しゅつ

量
りょう

は感染拡大による外
がい

出
しゅつ

自
じ

粛
しゅく

の影
えい

響
きょう

で（増
ぞう

加
か

）傾
けい

向
こう

。

使
し

用
よう

済
ず

みマスクなど（感染リスク）の高
たか

い

ごみも目
め

立
だ

っている。

③ごみ収集作業員の方の負
ふ

担
たん

を減
へ

らすため、ご

みの出
だ

し方で私
わたし

たちはどんな協
きょう

力
りょく

ができるで

しょうか。

（ごみを詰
つ

め過
す

ぎず、袋
ふくろ

の空
くう

気
き

を抜
ぬ

くなどす

ること）
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⊃

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

催

し

◇
富
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
説
明
会

日
午
後
１
時

半
、
同
人
材
セ
ン
タ
ー
。
対
象
は
市

内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

歳
以
上
の
人
。
筆
記
用
具
持
参
。

０
２
２
（
７
７
９
）
１
３
８
８
。７日

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

▽
気
仙
沼
市
・
イ
オ
ン
気
仙
沼

（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１

時
〜
４
時
）
▽
石
巻
市
・
カ
ワ
チ
薬

品
石
巻
西
店
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽
栗

原
市
・
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
若
柳
店

（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、

午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時

〜
４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

６
月

日
の「
時
の
記
念
日
」

に
合
わ
せ
、
白
石
市
本
町
の
時

計
店
「
ナ
ガ
ハ
シ
」
が
市
内
の

園
児
を
対
象
に
し
た
時
計
の
見

学
会
を
開
い
て
い
る
。

４
日
は
、
同
市
第
二
幼
稚
園

の
５
、
６
歳
の
園
児

人
が
密

集
を
避
け
る
た
め
２
回
に
分
け

て
参
加
し
た
。

長
橋
和
夫
社
長

は
「
時

間
や
約
束
を
大
切
に
し
よ
う
。

特
に
今
年
は
時
間
を
使
っ
て
手

を
洗
い
、
う
が
い
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い

よ
う
頑
張
ろ
う
」
と
呼
び
掛
け

た
。１

９
２
３
年
の
創
業
時
か
ら

あ
る
高
さ
２
・
２
㍍
の
ド
イ
ツ

製
大
型
置
き
時
計
や
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
目
覚
ま
し
時
計
、

花
が
咲
く
よ
う
に
文
字
盤
が
開

い
た
り
、
小
さ
な
人
形
が
出
て

き
た
り
す
る
か
ら
く
り
時
計
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝

か
せ
て
い
た
。

見
学
会
は
同
店
の
約

年
続

く
恒
例
行
事
で
、
９
日
に
は
第

一
幼
稚
園
の
園
児
が
訪
れ
る
予

定
。
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